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１９６４年五輪「聖火台」61年ぶりに川口に　

記念式典に奥ノ木市長、大野知事、新藤衆議院、橋本五輪担当大臣、県議、市議らも

浦部さん林さんで聖火台に点火

TEL 048-287-6080

本
大
震
災
の
被
災
地
を

巡
回
し
て
い
た
。

10
月
３
日
、
川
口
に

61
年
ぶ
り
に
里
帰
り
し

た
聖
火
台
は
、
６
日
に

設
置
記
念
式
典
が
川
口

駅
東
口
キ
ュ

ポ
・
ラ
広

場
で
行
わ
れ
た
。

点
火
式
や
奥
ノ
木
信

夫
市
長
の「

聖
火
台
に

は
良
く
帰
っ

て
き
て
く

れ
た
と
い
う
気
持
ち
で

す
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
に
向
け
機
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
ね」

と
挨
拶
。
　

来
賓
に
は
、
東
京
五

輪
組
織
委
員
会
の
室
伏

広
治
さ
ん
、
大
東
和
美

理
事
長
、
橋
本
聖
子
担

当
大
臣
、
佐
々
木
さ
や

か
文
科
大
臣
政
務
官
、

新
藤
義
孝
衆
議
院
、
大

野
元
裕
県
知
事
、
児
玉

洋
介
商
工
会
議
所
会
頭
、

前
原
博
孝
議
長
、
県
議
、

市
議
や
、
炬
火
台
製
作

者
ご
遺
族
の
鈴
木
昭
重

さ
ん
等
大
勢
が
列
席
さ

れ
た
。

ま
た
、
点
火
式
で
は

（

写
真
右）

は
室
伏
さ
ん

を
伴
い
、
市
立
高
校
３

年
の
浦
部
拓
磨
さ
ん
と

市
立
上
青
木
中
学
３
年

の
林
凛
華
さ
ん
が
点
火
。

雨
の
中
、
火
は
勢
い
よ

く
燃
え
上
が
り
歓
声
が

上
が
っ
た
。

聖
火
台
の
製
作
は
、

川
口
鋳
物
師
で
あ
る
鈴

木
萬
之
助
氏
・
文
吾
氏

親
子
が
命
を
懸
け
て
製

作
し
た
職
人
魂
の
象
徴

で
、
五
輪
終
了
後
、
文

吾
氏
は
他
界
す
る
ま
で

毎
年
、
聖
火
台
を
磨
く

た
め
旧
国
立
競
技
場
を

訪
問
し
た
と
い
う
。

聖
火
台
は
来
年
３
月

ま
で
展
示
さ
れ
る
。

広
報「

か
わ
ぐ
ち」

今
月
号
に
詳
し
く
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

年＝

七
海
啓
一
、
坂
内

勇
。

◇
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
者

▽
銀
賞＝

濱
野
奏（

新

郷
小
２
年）

笹
沼
梨
乃

（

新
郷
小
５
年）

。

▽
銅
賞＝

大
野
乃
弥（

新

９
月
21
日
、
南
平
文

化
会
館
に
お
い
て
、
交

通
事
故
か
ら
市
民
を
守

る
た
め
、
交
通
事
故
の

根
絶
を
目
指
し「

第
55

回
川
口
市
交
通
安
全
市

民
総
ぐ
る
み
大
会」

が

開
催
さ
れ
た
。

１
部
の
式
典
で
は
、
功

労
者
や
優
良
運
転
者
表

彰
、
日
本
一
短
い
交
通

安
全
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
や
作
品
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
、
２
部
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ピ

ア
ノ
演
奏
や
福
引
抽
選

会
が
行
わ
れ
た
。

武
南
地
区
の
表
彰
者

は
次
の
通
り
。

◇
交
通
功
労
者＝

大
久

保
秋
義
。

◇
優
良
運
転
者

▽
40
年＝

野
村
哲
生
、
山

田
政
雄
、
春
峯
子
、
浅
利

常
男
。
▽
35
年＝

野
村

孝
夫
、
赤
池
翠
、
関
沢

繁
、
福
田
清
治
。
▽
25

１
９
６
４
年
東
京
五

輪
で
使
わ
れ
た
聖
火
台

（

炬
火
台）

が
、
旧
国
立

競
技
場
に
設
置
さ
れ
て

い
た
が
解
体
に
伴
い
、

２
０
１
５
年
か
ら
東
日

郷
小
５
年）

矢
澤
麗
々

香（

新
郷
小
５
年）

。

▽
佳
作＝

渡
邊
結
心（

新

郷
小
３
年）

関
口
詩
優

（

新
郷
小
４
年）

遠
藤
愛

莉（

新
郷
東
小
３
年）

木

村
愛
美（

新
郷
南
小
６

年）

。
　
　（

敬
称
略）

写
真
は
奥
ノ
木
信
夫

川
口
市
長
挨
拶
。

交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
大
会
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武
南
交
通
安
全
協
会

令
和
元
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ

た」

川
口
市
防
犯
協
会

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク

に
つ
い
て

Ｑ＝

県
内
の
児
童
・
生

徒
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
観

戦
機
会
を
積
極
的
に
つ

く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

Ａ＝
県
で
は
、
児
童
や

生
徒
に
チ
ケ
ッ

ト
が
優

先
的
に
配
分
さ
れ
る
よ

う
、
組
織
委
員
会
に
要

望
を
し
て
き
た
。
今
般
、

組
織
委
員
会
は
一
般
チ

ケ
ッ

ト
と
は
別
に
学
校

連
携
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
を

販
売
す
る
こ
と
を
決
定
。

こ
れ
は
小
・
中
・
高
校

や
特
別
支
援
学
校
な
ど

の
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
販
売
す
る
も
の
で
、
全

国
で
百
万
枚
以
上
用
意

さ
れ
て
い
る
。
県
と
し

て
は
多
く
の
児
童
生
徒

が
観
戦
機
会
を
得
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
む
。
引

率
者
の
チ
ケ
ッ

ト
に
つ

い
て
も
確
保
す
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

川
口
市
内
に
第
３
の

警
察
署
の
設
置
に
つ
い

てＱ＝

川
口
市
内
に
第
３

の
警
察
署
の
設
置
に
は
、

用
地
の
選
定
と
確
保
、
警

察
官
の
人
員
確
保
の
課

題
が
あ
る
が
、
こ
れ
を

踏
ま
え
、
川
口
市
か
ら

提
案
を
受
け
た
用
地
に

つ
い
て
の
調
査
結
果
、
人

員
確
保
に
つ
い
て
の
考

え
方
、
こ
れ
ま
で
新
設

と
な
っ

た
警
察
施
設
の

用
地
取
得
か
ら
竣
工
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ＝

川
口
市
か
ら
提
案

さ
れ
て
い
る
用
地
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
地
盤
の

調
査
等
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
川
口
市
等
と
都

市
計
画
法
や
建
築
基
準

法
の
問
題
等
に
つ
い
て

協
議
を
継
続
し
て
お
り
、

前
向
き
に
進
ん
で
い
る
。

警
察
署
新
設
の
条
件
が

整
っ

た
段
階
で
、
さ
ら

に
関
係
部
局
と
協
議
・

検
討
し
て
い
く
。
人
員

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
川

口
警
察
署
及
び
武
南
警

察
署
の
人
員
配
置
を
見

直
す
と
と
も
に
、
増
強

が
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
警
察
本
部
や

他
の
警
察
署
か
ら
人
員

を
捻
出
す
る
。

県
道
吉
場
安
行
東
京

線
に
つ
い
て

Ｑ＝

峯
の
横
道
交
差
点

付
近
か
ら
新
堀
交
差
点

ま
で
は
、
交
通
量
が
多

い
状
況
で
あ
る
。
渋
滞

解
消
の
た
め
に
新
堀
交

差
点
か
ら
右
折
す
る
た

め
の
矢
印
信
号
設
置
が

不
可
欠
。
そ
の
た
め
に

右
折
レ
ー
ン
の
敷
設
が

必
要
に
な
る
た
め
車
道

を
拡
幅
す
べ
き
。

Ａ＝

県
道
吉
場
安
行
東

京
線
と
市
道
が
交
差
す

る
新
堀
交
差
点
は
、
交

差
点
の
南
側
は
右
折
避

萩
原
一
寿
県
議
一
般
質
問
か
ら

譲
帯
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
北
側
は
右
折
帯

が
設
置
し
て
お
ら
ず
渋

滞
が
発
生
し
て
い
る
。
渋

滞
緩
和
の
た
め
に
、
道

路
を
拡
幅
し
て
右
折
帯

を
設
置
す
る
必
要
。
右

折
帯
の
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
川
口
市
新
郷
東

部
第
２
土
地
区
画
整
理

事
業
で
必
要
な
用
地
を

確
保
し
、
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
県
と

し
て
は
、
川
口
市
と
交

差
点
の
整
備
に
関
す
る

協
議
を
進
め
、
区
画
整

理
の
区
域
外
に
つ
い
て

関
連
す
る
工
事
を
行
っ

て
い
く
。
引
き
続
き
、
市

と
十
分
に
連
携
し
、
新

堀
交
差
点
の
渋
滞
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

夢
の
ひ
と
時
で
し
た
！

９
月
14
日
、
川
口
市

江
戸
袋
の「

ミ
ュ

ー
ジ

ッ

ク
ホ
ー
ル
ほ
ん
ざ
き」

で
、
新
郷
の
文
化
を
考

え
る
会（

会
長＝

照
山

悦
子
さ
ん）

主
催
、
新
郷

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
協
力
、
小
紙
新

郷
新
聞
が
後
援
の「

お

月
見
コ
ン
サ
ー
ト」

を

開
催
し
た
。

照
山
さ
ん
は
、「

音
楽

は
、
人
々
に
感
動
や
生

き
る
喜
び
を
も
た
ら
し

て
人
生
を
豊
か
に
し
地

域
社
会
を
活
性
化
す
る

う
え
で
大
き
な
力
と
な

り
ま
す」

と
。

開
会
に
、
奥
ノ
木
信

夫
市
長
が「

中
核
市
の

川
口
に
文
化
を
高
揚
さ

せ
る
美
術
館
等
が
必
要
。

今
日
は
格
調
高
い
コ
ン

サ
ー
ト
に
見
え
た
皆
さ

ん
は
文
化
人
で
す」

と
。

県
議
会
６
月
定
例
会

一
般
質
問
の
新
郷
地
区

関
係
を
萩
原
県
議
の
議

事
録
か
ら
抜
粋
し
て
掲

載
し
ま
す
。
編
集
部

萩原一寿県会議員

前
原
博
孝
議
長
、
新

藤
義
孝
衆
議
院
菊
地
博

秘
書
も
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。司

会
は
杉
本
か
よ
市

議
会
議
員
。

出
演
は
地
元
出
身
の

オ
ペ
ラ
歌
手
の
金
刺
美

穂
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
ニ
ス

ト
の
山
元
香
那
子
さ
ん
、

草
加
市
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ

ン
ニ
ス
ト
竹
前
景
子
さ

ん
。前

半
は
愛
の
夢
・
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
・
第
九
等

ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
。

休
憩
後
は
日
本
の
四

季
メ
ド
レ
ー
や
ア
メ
ー

ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
等
ソ

プ
ラ
ノ
の
歌
声
が
響
い

た
。
　

ア
ン
コ
ー
ル
は
会
場

全
員
で「

見
上
げ
て
ご

ら
ん
夜
の
星
を」

を
歌

い
幕
を
閉
じ
た
。

写真左から、杉本かよ市議、竹前さん、奥ノ木市長、金刺さん、山元さん、
照山さん、前原議長、菊地秘書。

左から竹前さん、金刺さん、山元さん。

看護用具創意工夫展東
本
郷
の
武
南
病
院（

院
長＝

山
中
明
彦
さ
ん）

は
、
業
務
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
第
12
回「

看

護
用
具
創
意
工
夫
展」

～
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く

な
ご
や
か
に
～
を
テ
ー
マ
に
、
９
月
26
日
～
28
日
ま

で
当
病
院
多
目
的
ル
ー
ム
で
開
催
し
た
。

賞
は
次
の
通
り
。
◇
最
優
秀
賞＝

あ
た
ら
な
い
ん

で
す
。
◇
優
秀
賞＝

ベ
ッ

ト
上
収
納
・
ヘ
パ
収
納
ポ

ケ
ッ
ト
。
◇
委
員
会
賞＝

ら
く
ち
ん
あ
っ
た
か
ク
ン

き
て
も
、
枕
落
っ
こ
ち
な
い
。

グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

10
月
５
日
、
本
蓮
の
株

式
会
社
グ
リ
ー
ン
セ
レ
モ

ニ
ー（

代
表＝

境
亮
一
さ

ん）

の
、
グ
リ
ー
ン
倶
楽

部
会
員
が
、
大
型
バ
ス
２

台
で
バ
ス
ツ
ア
ー
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

絶
好
の
行
楽
日
和
、「

秋

の
味
覚
三
昧
！
み
ん
な
で

楽
し
く
群
馬
旅
！」

を
テ

ー
マ
に
、
コ
ン
ニ
ャ

ク
パ

ー
ク
、
原
田
農
園
で
秋
の

味
覚
三
昧
の
昼
食
や
ブ
ド

ウ
狩
り
、
吉
祥
寺
参
拝
、

土
田
酒
造
の
見
学
な
ど
、

群
馬
の
秋
を
満
喫
し
ま
し

た
。来

年
も
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
、
皆
さ

ん
の
笑
顔
で
終
了
し
ま
し

た
。参

加
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
・
写
真
、
同
社
提
供
。
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チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
　
ち
い
さ
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
　
指
定
席

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

今
、
岩
下
歯
科
は
、
働
い
て

く
れ
る
女
性
ス
タ
ッ

フ
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。
１
人
の
ス
タ

ッ

フ
が
妊
娠
・
出
産
で
、
産

休
、
育
休
に
入
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
３
か
月
前
か
ら
募

集
を
始
め
た
の
で
す
が
、
応
募

者
が
少
な
く
未
だ
に
決
ま
っ

て

お
り
ま
せ
ん
。

若
い
働
け
る
女
性
の
数
が
少

な
く
な
っ

て
、
歯
科
に
限
ら
ず

世
の
中
の
ど
の
分
野
で
も
、
採

用
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
よ
う

で
す
。

私
の
所
で
は
、
分
院
を
含
め

る
と
20
数
名
の
女
性
ス
タ
ッ

フ

が
正
社
員
と
し
て
働
い
て
く
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
子
育

教
え
て
育
て
る
方
法
を
と
っ

て

い
る
の
で
、
例
外
な
く
歯
科
の

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
10

年
20
年
と
長
く
仕
事
を
続
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
若
い
女
性
ス
タ
ッ

フ
も
沢
山
い
て
、
患
者
さ
ん
の

健
康
を
応
援
す
る
と
い
う
歯
科

の
仕
事
に
興
味
や
面
白
さ
を
感

じ
、
仕
事
を
通
し
て
将
来
の
自

分
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

院
長
と
し
て
の
私
の
立
場

は
、「

若
い
世
代
の
応
援
者」

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
ス
タ
ッ

フ
と
の
出
会

い
が
楽
し
み
で
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

て
中
の
マ
マ
さ
ん
で
、
１
歳
児

か
ら
高
校
生
の
子
供
達
が
い

て
、
仕
事
と
家
庭
の
両
方
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ

フ
１
人
１
人
事
情
が

異
な
る
の
で
、
働
く
時
間
は
お

互
い
に
話
し
合
い
、
仕
事
と
子

育
て
や
家
庭
の
両
立
を
上
手
に

や
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
世
界
で
仕
事
す
る
と

い
う
事
は
、
人
間
と
し
て
成
長

し
、
自
立
す
る
の
に
有
効
で

す
。
歯
科
の
仕
事
が
未
経
験
で

も
、
前
向
き
に
学
ぼ
う
と
い
う

気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
初
歩
か
ら

9月21日、東本郷小学校（校長＝井上千春さん）は、ＰＴＡ（会長＝関
口直樹さん）主催による「子どもとともに・地域とともに・チーム東本郷
小学校」のキャッチフレーズのもと、40周年記念絆事業「ひがほんまつ
り」を開催した。開会式には、議員や町会長、民生委員、評議員、PTA会長
等大勢が列席した。写真前列左から、大熊恒久連合町会長、井上校長、関
口さん、藤﨑幸子さん、後列左から、小山真理さん、飯塚孝行市議、前原
博孝議長、前板橋智之県議、幡野茂市議。

東
本
郷
小
「
ひ
が
ほ
ん
ま
つ
り
」

新
郷
南
小
し
ん
ニ
ャ
ン
祭
り

武
南
病
院
敬
老
会

９月 28日、新郷南小学校（校長＝久保田真一さん）は、ＰＴＡ（会長＝小林和八さ
ん）主催、第５回「しんニャン祭り」を開催した。開会式には、議員や各町会長、小中
ＰＴＡ会長等大勢が列席した。
写真前列左から、橋本健吾新郷小ＰＴＡ会長、中山久仁夫本蓮町会長、山﨑一夫東本

郷南町会長、久保田校長、小林ＰＴＡ会長、後列左から関口直樹東本郷小ＰＴＡ会長、
石島正文赤井副町会長、山岸和江さん、片野智裕さん、伊藤雄一新郷東小ＰＴＡ会長、
西田直史榛松中ＰＴＡ会長、幡野茂市議、前原博孝議長、前板橋智之県議。

武
南
病
院
の
敬
老
会
が
９
月
12
日
ý
同
病
院
リ
ハ
ビ
リ
室

で
開
催
さ
れ
た
þ

院
長
の
山
中
明
彦
さ
ん
が
ý「

健
康
に
気
を
配
り
107
歳
を
迎

え
ら
れ
た
今
も
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
þ
本
日
敬
老
の

日
に
あ
た
り
表
彰
い
た
し
ま
す」

と
最
長
老
の
方
は
じ
め
ý

各
階
代
表
１
人
１
人
に
手
渡
さ
れ
た
þ
全
病
棟
の
90
歳
以
上

の
方
全
員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
þ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
ý
会
場
皆
で
ý
炭
坑
節
や
東
京
音
頭
や
故
郷
を
大
合
唱
し

た
þ
更
に
保
育
室
の
子
ど
も
達
が
パ
イ
ナ
ポ
ù
体
操
な
ど
元

気
に
踊
り
ý
会
場
に
微
笑
み
を
与
え
た
þ

新
郷
地
区
は
ý「

秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動」

の
一
環
と
し
て
昨
年
よ

り
ý
小
学
校
児
童
の
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ù
の
コ

ン
ク
ù
ル
を
開
催
し
て

い
る
þ
今
年
は
３
７
０

人
が
出
品
し
た
þ

９
月
22
日
ý
そ
の
優

秀
作
品
の
表
彰
式
が
新

郷
公
民
館
で
行
わ
れ
ý

入
賞
作
品
120
点
が
ロ
ビ

ù
に
展
示
さ
れ
た
þ

古
川
哲
朗
東
本
郷
台
町
会
長
ý

渡
辺
秀
人
大
東
町
会
長
û
瀬
戸
信

行
支
所
長
û
新
郷
南
小
の
佐
藤
陽

介
教
諭
・
河
村
昭
彦
教
頭
等
が
列

席
し
た
þ
　

金
・
銀
成
績
は
次
の
通
り
þ

◇
新
郷
小
学
校
▽
金
賞＝

風
間
豊

啓
▽
銀
賞＝

神
田
琴
葉
・
佐
久
間

夢
瑠
・
高
木
結
芽
・
藤
井
蒼
空
ü

◇
新
郷
南
小
学
校
▽
金
賞＝

郷
な

づ
な
▽
銀
賞＝
磯
貝
卯
月
・
池
原

奈
那
・
羽
賀
汐
音
・
福
田
明
日

花
ü

◇
新
郷
東
小
学
校
▽
金
賞＝

藤
田

愛
子
▽
銀
賞＝

埜
口
伊
織
・
三
浦

夏
乃
・
佐
島
芽
依
・
渡
辺
亜
美
ü

ポスターコンクール表彰

◇
東
本
郷
小
学
校
▽
金
賞＝

高
梨

愛
心
▽
銀
賞＝

大
熊
美
緒
・
加
藤

瑠
風
・
林
唯
依
・
山
下
智
美
ü
　
　
　
　

（

順
不
同
・
敬
称
略）

ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ
新
郷（
会

長＝

粂
原
一
夫
さ
ん）

は
ý
10
月

８
日
か
ら
13
日
ま
で
リ
リ
ア
ギ

ャ
ラ
リ
ù
で
ý「

私
達
の
１
年
の

集
大
成
撮
影
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て」

写
真
展
を
開
催
し
た
þ

「

感
動
û
癒
し
ý
記
録
û
そ
し

て
ク
ラ
ブ
員
の
親
睦
を
大
切
に

活
動
し
て
い
ま
す」

と
粂
原
さ

ん
þ

写
真
左
か
ら
ý
佐
々
木
量
さ

ん
ý
野
田
康
世
さ
ん
ý
岡
本
行
永

さ
ん
ý
新
藤
義
孝
衆
議
院
秘
書

の
菊
地
博
さ
ん
ý
新
郷
の
文
化

を
考
え
る
会

照
山
悦
子
会
長
û粂

原
会
長
ý
市
川
璋
良
さ
ん
ý
辻
家

恵
美
子
さ
ん
þ

ピ
ン
ト
写
真
展



令和元年９月末交通事故状況
県　 内　 　 　 　 　 　 　 　 武南警察署

人身事故 15,417 件（-2,062）     ５３９件（-７７）

死者数   　 90 名（-40）       　   ４名（±０）

負傷者 18,695 名（-2,457） 　  ６４２名（-７３）

物損事故105,823 件（-1,273）  ３,１７０件（-３６）

令和元年９月３０日 交通事故日報（カッコは前年対比）

２０１９年（令和元年）１０月１６日（水曜日）　（４）第２９２号 新　 郷　 新　 聞

気
候
の
変
化
や
空
気
が
乾
燥

す
る
秋
は
、
呼
吸
器
疾
患
を
中

心
の
症
状
が
出
や
す
い
季
節
で

す
。漢

方
医
学
の
解
説
に
よ
る

と
、
暑
い
夏
は
、
ク
ー
ラ

ー
の
中
で
冷
え
た
麦
茶
や

ビ
ー
ル
等
を
飲
む
機
会
が
増
え

ま
す
。
体
は
、
い
つ
も
熱
を
外

に
発
散
す
る
こ
と
に
集
中
し
て

い
ま
す
。

秋
、
涼
し
く
な
っ

て
い
く
に

従
い
体
は
、
熱
を
発
散
す
る
状

態
か
ら
熱
を
溜
め
る
状
態
に
変

化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

外
気
温
の
低
下
に
体
が
対
応
で

き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
歳
と

と
も
に
順
応
性
が
落
ち
る
人
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
に
、
自
律

神
経
が
み
だ
れ
る
こ
と
に
よ
り

「

季
節
性
の
う
つ
症
状」

を
発

症
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

特
に
、
呼
吸
器
疾
患（

気
管

支
喘
息
・
ア
レ
ル
ギ
ー
鼻
炎
な

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
（265）

ど）

は
、
暑
い
夏
に
摂
り
す
ぎ

た
過
剰
の
水
分
が
体
内
に
停
滞

し
、
そ
れ
が
痰
に
変
化
し
て
肺

に
溜
ま
り
、
こ
れ
が
原
因
に
な

っ
て
呼
吸
器
機
能
が
妨
げ
ら
れ

ま
す
。

そ
の
結
果
、
痰
を
伴
う
頑
固

な
咳
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
を
引

き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。対

策
と
し
て
は
、
普
段
か
ら

体
を
温
め
る
食
べ
物
・
飲
み
物

を
摂
取
し
、
30
分
程
度
の
運
動

を
お
薦
め
し
ま
す
。

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫
　
　
　
　

呼

吸

器

疾

患

新
郷
出
身
の

細
川
徹
さ
ん
脚
本
・
監
督

『
ヒ
キ
タ
さ
ん
！

ご
懐
妊
で
す
よ
』
公
開
中

峯
の
白
波
会
が
神
社
掃
除

イ
ベ
ン
ト
情
報

川
口
市
前
野
宿
の
細

川
和
宏
・
み
さ
を
夫
妻

の
長
男
で
映
画
監
督
の

徹
さ
ん（

写
真
下）

は
、

２
０
１
１
年「

ぱ
い
か

じ
南
海
作
戦」

２
０
１

３
年「
バ
カ
昔
ば
な
し

劇
場
版」「
じ
じ
い
ウ
オ

田
中
照
昌
元
峯
町
会
長

と
当
時
の
役
員
15
人
で
、
２

０
１
７
年「

白
波
会」

を

結
成
。
会
員
相
互
の
親
睦

と
情
報
交
換
で
忘
年
会
や

新
年
会
、
旅
行
な
ど
を
行

っ
て
い
る
会
。

こ
の
度
、
社
会
奉
仕
の

一
環
と
し
て
、
峯
ヶ

岡
八

幡
神
社
や
周
辺
の
掃
除
を

10
月
１
日
実
施
し
た
。
年

10
回
行
う
予
定
。

宮
本
洋
平
神
職
は「

地

域
の
方
が
率
先
し
て
御
芳

志
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す」

と
。

田
中
会
長
は「

自
分
た

ち
の
代
で
終
わ
る
こ
と
な

く
、
子
や
孫
に
継
承
し
て

草
加
せ
ん
べ
い
の
庭

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
コ
ン
サ
ù
ト

◇
日＝

10
月
27
日（

日）

◇
時＝

19：

00
開
演

◇
所＝

草
加
せ
ん
べ
い

の
庭

◇
チ
ケ
ッ
ト

大
人＝

２
０
０
０
円

高
校
生
以
下
10
円

お
土
産
付
き

◇
出
演＝

金
刺
美
穂

（

ソ
プ
ラ
ノ）

、
北

村
哲
朗（

バ
リ
ト
ン）

、

藤
目
由
梨（

チ
ェ
ン

バ
ロ）
。

◇
曲
目＝
オ
ペ
ラ
ブ
ッ

フ
ァ
・
歌
劇
・
日
本

の
四
季
メ
ド
レ
ー
等

◇
問＝

０
９
０

（

９
３
６
８）

７
６
０
１

金
刺
ま
で
。

※
柳
家
か
ゑ
る
独
演
会

◇
冬
が
は
じ
ま
る
落
語
会

◇
日＝

10
月
19
日（

土）

◇
開
演＝

18：

30
～

◇
所＝

鳩
ケ
谷
駅
市
民
セ
ン
タ
ー

◇
内
容＝

落
語
・
ウ
ク
レ
レ

◇
木
戸
銭＝

当
日
２
０
０
０
円

前
売
り
１
５
０
０
円

◇
問＝

０
８
０

（

６
５
０
９）

５
８
５
４

動
し
、
命
を
紡
ぐ
話
を

丁
寧
に
書
き
あ
げ
よ
う

と
努
め
ま
し
た
。

原
作
は
ヒ
キ
タ
さ
ん

ご
自
身
の
体
験
を
書
い

た
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ

ン

で
す
が
、
精
子
の
強
化

対
策
に
頑
張
る
ヒ
キ
タ

さ
ん
の
姿
は
コ
ミ
カ
ル

な
が
ら
も
、
感
動
的
で

し
た
。

原
作
と
取
材
で
出
会

っ

た
人
々
と
の
出
会
い

に
感
動
し
た
と
こ
ろ
を
、

よ
り
感
動
で
き
る
よ
う

に
、
笑
っ

た
と
こ
ろ
を
、

よ
り
笑
え
る
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
を
心
が
け

て
、
脚
本
を
書
き
、
撮

影
し
ま
し
た
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
る

と
い
う
の
は
当
た
り
前

の
こ
と
の
よ
う
で
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
当
た

り
前
が
実
は
奇
跡
で
あ

り
、
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な

こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
　

テ
ー
マ
は
、
男
の
不

妊
治
療
で
す
が
、
子
供

が
い
る
、
い
な
い
、
結

婚
し
て
い
る
、
し
て
い

な
い
に
関
わ
ら
ず
、
夫

婦
が
家
族
に
成
っ

て
い

く
物
語
は
男
女
共
、
多

く
の
世
代
に
受
け
止
め

て
い
た
だ
け
る
作
品
に

な
っ

た
と
思
い
ま
す
。」

と
語
ら
れ
る
。

近
隣
の
映
画
館
は
、

浦
和
美
薗
・
越
谷
レ
ー

ク
タ
ウ
ン
・
大
宮
イ
オ

ン
等
で
全
国
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
し
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

毎
号
沢
山
の
方
々
に

ご
協
力
頂
き
つ
つ
が
な

く
発
行
で
き
ま
す
¾

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
¾

本
紙
の
数
字
は
読
み

や
す
く
す
る
為
に
½
算

用
数
字
で
表
記
し
て
い

ま
す
¾

次
号
は
11
月
20
日

（
水）

発
行
で
す
¾

ー

ズ」

２

０

１

６

年

「

オ
ケ
老
人」

、
２
０
１

７
小
河
ド
ラ
マ「

織
田

信
長」

、
２
０
１
８
年
小

河
ド
ラ
マ「

龍
馬
が
く

る」

な
ど
数
々
の
作
品

を
生
ん
で
い
る
。
　

映
画「

ば
い
か
じ
南

海
作
戦」

、「

オ
ケ
老

人
！」

に
続
く
、
第
３

弾「

ヒ
キ
タ
さ
ん
！
ご

懐
妊
で
す
よ」

が
、
10

月
４
日
封
切
さ
れ
た
。

脚
本
・
監
督
は
細
川

徹
、
主
演
は
松
重
豊
、

北
川
景
子
、
山
中
崇
、

濱
田
岳
、
伊
東
四
朗
等

豪
華
メ
ン
バ
ー
。

「

第
９
回
北
京
国
際

映
画
祭」

コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ

ン
部
門
に（

日
本

作
品
で
は
２
作
目）

出

品
さ
れ
た
。
日
本
公
開

に
先
駆
け
、
世
界
へ
向

け
て
初
お
披
露
目
さ
れ

る
。

「

ヒ
キ
タ
さ
ん

ご
懐

妊
で
す
よ
！

男
45
歳
・

不
妊
治
療
は
じ
め
ま
し

た』

は
、
作
家
・
ヒ
キ

タ
ク
ニ
オ
が
著
し
た
エ

ッ
セ
イ
で
あ
る
。

脚
本
・
監
督
の
細
川

徹
さ
ん
は「

男
の
不
妊

治
療
の
原
作
を
映
画
化

し
な
い
か
と
い
う
お
話

を
い
た
だ
き
、
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
　

原
作
を
読
ん
で
益
々

関
心
が
高
ま
り
、
不
妊

治
療
の
セ
ミ
ナ
ー
に
通

っ

た
り
、
経
験
者
や
専

門
医
の
方
々
に
取
材
を

重
ね
る
度
に
驚
き
、
感

掃除の後一服

い
き
ま
し
ょ
う」

と
。

飯
塚
市
議
は「

地
域
の

文
化
活
動
と
し
て
神
様
の

場
所
を
お
掃
除
出
来
有
難

い
で
す」

と
。
　

会
員
は
次
の
通
り

▽
顧
問＝

飯
塚
孝
行
市
議
。

▽
会
長＝

田
中
照
昌
。

▽
会
員＝

菅
野
好
夫
、
藤

井
則
夫
、
芳
賀
誠
、
岸
本

則
男
、
大
堀
威
彦
、
山
口

健
朗
、
白
井
敏
雄
、
川
田

庄
吾
、
皆
川
邦
彦
、
入
江

平
、
佐
藤
英
夫
、
山
下
紀

治
、
小
野
寺
孝
行
、
小
豆

畑
勝
寿
。
　

（

敬
称
略
・
順
不
同）

写
真
は
、
前
列
中
央
が

田
中
会
長
、
後
列
左
か
ら

２
人
目
が
飯
塚
市
議
、
後

列
右
２
人
目
が
宮
本
神
職

と
会
員
の
皆
さ
ん
。


